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平成は災害史である	
防災推進の街づくり仲間の会	
												副代表	鹿島	義之	
　平成は、あと１年で終わろうとして
いる。平成史は災害史でもある。平成
に起きた地震災害の主なものとして、
平成５年の阪神大震災。２３年の東日
本大震災・２８年の熊本地震があり、
そのうち２つは都市直下型地震である。
突然発生した都市直下型地震では、建
物の倒壊に対しては避難は間に合わな
い、阪神大震災では犠牲者約６５００
名のうち９２％地震後１５分以内の圧
死である。そのため木造住宅の耐震化
が震災対策では最も重要である。では
対策の基本は揺れに耐えられる木造住
宅にすることです。一番は建物を新築
することですが予算との関係で簡単で
はありません。そこで行政でやってい
る耐震化支援事業を受けることをおす
すめします。まず耐震診断士(建築士)
が耐震診断を行います。診断結果をも
とに耐震化のための提案を行います。
そして建物の耐震・免震工事をやれば
助成金があります。国分寺市では工事
費の３分の１あるいは最大７０万円と
なっています。私もこの制度を利用し
た結果以前より地震による揺れは少
なった感じがしています。	

地震保険について 	
防災推進の街づくり仲間の会	
　副代表・広報委員長	荒川	隆二	
　どこのご家庭でも建物や家財の火災
保険に加入されていると思いますが、
地震による家屋の倒壊や火災には火災
保険だけでは保険金は支払われません。
火災保険に地震保険を付帯する事で、
地震による建物や家財の損害に保険金
が支払われます。また、地震保険だけ
単独で加入する事もできません。阪神
淡路大震災、東日本大震災、熊本地震
を背景として地震保険の加入者は増え
ているとの事ですが、損害保険協会の
調べでは、平成28年度の地震保険の全
国平均世帯加入率は30％で、東京都に
おいては36％です。また新規に火災保
険に加入される方の地震保険の付帯率
は全国平均が62％で、東京都では58％
です。地震保険の加入額は契約されて
いる火災保険の契約金額の30％から
50％までとなっており、地震保険です
べてが保障されるわけではありません
が、地震によって罹災された際には、
家屋再建の足掛かりにはなります。地
震に備えて建物の耐震化、家具転倒防
止とあわせてご自宅の火災保険、地震
保険がどうなっているのか再確認する
事も大切です。	

グリーンズ・ツア・ウォークのご案内	

日立中研の桜と、	

						野川の自然を愛でる	
期	日：平成30年4月1日（日）	
集	合：9時	JR国分寺駅改札口	
解	散：3時頃JR武蔵小金井駅南口	
会	費：600円（入園料、保険含む）	
申	込：ハガキに住所・氏名・	
							年齢・電話番号を記入し、	
							岡本浜夫宛て	
　　　	（国分寺市日吉町3-7-8）	
締　切：3月20日（必着）	
その他：距離約8㎞	
								要弁当・雨具	
	

自然観察会		

東京大学「田無演習林」	
　　　　　見学会のご案内!	　	
		東京大学田無演習林見学をつぎの通り
開催致します。ハンカチの木、なんじゃ
もんじゃの木、等の花が見られると思い
ます。	　	
日時：平成30年4月3日(火)	雨天中止	
集合場所：西国分寺駅南口噴水前	
集合時間：午前９時	　	
行程：西国分寺駅→武蔵境駅→(バス)	
田無六角地蔵尊前(交通費往復約800円)		
		※自然観察会会員が案内します。	
会費：３００円(保険料他)	　	
申込方法：ハガキに氏名・住所・	
										電話番号を記入、下記宛	　	
申込み・問合わせ先	
　〒187-0042小平市仲町27-22	
		飯島太平冶宛	Tel	042-342-1167		

エックス山での「森の自然塾」	

	2017年参加者親子インタビュー	
　　　　森の自然塾　	近江	吉郎	
　2017年度の参加者は抽選で43名を決め
スタートしました。	
1名は入塾手続きが有りませんでした。夏
休み以降全て欠席となった児童は5名です。	
88%の児童がかなりの確率で参加をしてい
ただけました。続かなかった人の声は聞
くことが出来ませんでしたが、2月の塾の
受付時一年間の感想を聞いてみました。	
順不同で親子の声を紹介します。	
・葉っぱの勉強は理科の授業でも役	
　立っています。子供一人でも参加	
　できる楽しい塾です。	
・ドリームキャッチャーは部屋に飾っ	
　ています、最近良い夢が見られます。	
・リース作り楽しかったです。	
・葉脈にはまっています、公園で楽し	
　んでいます。	
・頻度良いです、日曜日の午前中という
のも有り難いです。	
・エックス山の歌楽しいです、水鉄砲	
　も楽しかったです。	
・葉っぱの魚釣り楽しかったです。	
・セミの抜け殻探しは楽しかったです。	
　見分け方しっかり覚えました、自由	
　研究でやってみたいと思います。	
・私は送り迎えのみですが来年も参加	
　したいと子供が言っています。	
・一年生で特に最初のころは3時間は	
　長く気持ちが続きません。	
　以上受付時お聞きした皆様の声です。
今年は市内10校全ての小学生が参加し、
自然を感じながらの、「ふれあいや学び
の機会」に同席でき心が洗われる感じで
す。	

森の自然塾は	



ホームページをご覧ください。

・npo-kokubunzifurusato.jp

・国分寺市にふるさとをつくる会

	3月	4日(日)	姿見の池ホタルの会作業

　	　　	9:30	姿見の池

	 				10日(土)	ふるさとの会	合同幹部会議

　	　　13:00	恋ヶ窪公民館

　		10日(土)	野川源流自然再生準備会

　　　	15:10	恋ヶ窪公民館

				14日(水)	森の教室運営委員会

　	　　	9:30	恋ヶ窪公民館

　　17日(土)	日吉町町内会定例会

							13:30	第五小学校ランチルーム

　　18日(日)	環境ひろば

							10:00	国分寺市役所会議室

				20日(火)	多摩に歩く会

"石神井公園の不思議を歩く"

								9:00	西国分寺駅南口噴水前集合

													連絡先042-322-1964(前島征武)

				25日(日)	防災推進の街づくり仲間の会

　	　　14:00	第九小学校図書室

				25日(日)	姿見の池ホタルの会作業

　	　　	9:30	姿見の池

				25日(日)	姿見の池ホタルの会会議

　		　	14:00	都営住宅集会所

				30日(金)	会報配布準備

							13:30	恋ヶ窪公民館（印刷は13:00～）

　　　　　　	(注)終了次第広報委員会

				30日(金)	多摩に歩く会会議

							15:00	恋ヶ窪公民館

	4月	1日(日)	グリンーズ・ツアー・ウオーク

								9:00	国分寺駅改札口

													連絡先042-325-7616(岡本浜夫)

					3日(火)	自然観察会：東大田無演習林

								9:00	西国分寺駅南口噴水前

													連絡先042-342-1167(前島征武)

３月行事予定

QRコード

　　　　　　　　伝言板	
　　　用水の歴史・現状懇話会	
	国分寺の用水の懇話会を開催します。	
どなたも参加できます。(無料)	
日時：平成30年3月14日(水)11:00～12:00		
場所：恋ヶ窪公民館	
講師：ミズモリ団	佐藤　敬臣氏												

森の自然塾	

「バードウォッチング」	
　	自然塾リーダ　三田	晴美　　　　　　　　　　　　　　　　　　									
　２月１８日は冷たい風が吹くもの
の青空の良い天気に恵まれました。
この日は、国分寺バードウォッチン
グクラブの梶原さんと國竹さんを講
師にお迎えし、姿見の池で野鳥観察
をするプログラムでした。寒い日に
もかかわらず２５人の子供達が参加。
子供達や保護者の方々の関心の強さ
を感じました。	
　私はこのプログラムを担当するの
が初めてで、子供達の反応が楽しみ
でもあり心配でもありました。X山
から姿見の池への移動は安全に出来
るか。子供達が騒いでしまって鳥が
逃げてしまうのではないか。しかし
そんな心配は不要でした。昨年５月
からスタートした森の自然塾も４月
で終了します。この間に子供達は
しっかり成長していました。	
　野鳥観察を終えX山に帰ってから
講師と子供達で鳥合わせをしました。
ムクドリ・ヒヨドリ・シジュウカ
ラ・メジロ・スズメ・キジバト・ハ
クセキレイ・ツグミ・ウグイス・カ
ルガモ・オシドリ・マガモ・コゲ
ラ・ハシボソガラスの１４種類を確
認しました。講師の「この鳥を見た
人」の質問の度に「ハーイ！」と元
気良く手を上げる子供達の顔はキラ
キラ輝いて嬉しそうでした。	
　ところで、国分寺の「市の鳥」が
カワセミである事をご存知ですか？
今回講師をして下さった國竹さんの
カワセミの写真が国分寺市のマン
ホールに使われています。	

ふるさとの会会費納入のお願い																	会計担当理事	中尾明長	　	
	平素より会員各位のご理解とご協力を頂き厚くお礼申し上げます。この「会報」は、
ホームページと共に皆様と当会をつなぐ重要な架橋で、毎年納付頂く会費によって継
続できております。例年通り平成３０年度会費は本年４・５月に地区委員に委託して
皆様のお宅を訪問し、入金いたします。前納会員様の分は当方で引き落としの上、領
収書を地区委員がお届けいたします。尚会費年額は平成２９年度と変わりません。	
昨年銀行振込みで頂いた方には。別途ご連絡申し上げます。また、引続き会員継続頂
き度、よろしくお願い申し上げます。	　	
　	

「鳥との出会い・・・	
小学生の時に読んだ本」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
国分寺バードウオッチングクラブ	
												　	　	梶原	圭介 	
　先日、「森の自然塾」の探鳥会に
参加させて頂いた。小学生低学年と、
その父兄の方々の探鳥会のお手伝い
である。久々に子供たちの賑やかな
声に囲まれながら、姿見の池へと向
かった。子供たちの好奇心は瑞々し
い。「なぜ？」、「どうして？」の
質問攻めにタジタジだ。幸い当日は
好天に恵まれ多くの冬鳥たちを観察
出来た。 	
　私と鳥との出会いは小学生の時に
手にした一冊の本にある。著者は中
西伍堂。中身は「ブッポウソウとコ
ノハズク」のことだ。翁が自然保護
を希求し、高名な文人た	
ちと集い、自然界の鳥を「野鳥」と
命名し、「日本野鳥の会」を創設し
た偉人であることを小学生の当時は
知る由も無い。だが本の内容は鮮明
に記憶している。	
世に「ブッポウソウ（仏・法・
僧）」と有り難い声で鳴くコバル
ト・ブルーの綺麗な鳥が居ると云う。
著者はその鳴声に疑問を抱き、山寺
に籠り、鳴声の主が実はフクロウの
仲間の「コノハズク」であることを
突き止めた。面白くて繰り返し読ん
だ。	
　数年前、幸運にもそのブッポウソ
ウに巡り逢えた。本を読んで以来実
に半世紀振りの邂逅である。そして
子供の頃の興奮が鮮やかに蘇った。
子供たちはみんな好奇心の塊だ。か
れらが自然の美しさ、そしてその大
切さに直に触れて、自然を慈しみ感
受性豊かな大人に成長してくれるこ
とを楽しみにしている。この探鳥会
がその一助になればと願うものであ
る。	
 	
 	

	


